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る
。
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規
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縮
小
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ざ
る
を
得
な
か
っ
た
年
間
行
事
を
、

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
年
間
行
事
を
、

経
験
し
て
き
た
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
感
染
予
防
対
応
等
に
よ
り
緩
や
か

経
験
し
て
き
た
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
感
染
予
防
対
応
等
に
よ
り
緩
や
か

に
復
活
さ
せ
て
い
き
た
い
。

に
復
活
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
本
年
は
、
来
年

　

ま
た
本
年
は
、
来
年
2
0
2
4

2
0
2
4
年年
99
月
に
迎
え
る
創
業

月
に
迎
え
る
創
業
6060
周
年
に

周
年
に

向
け
て
、
弊
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
出
発
点
に
立
ち
返
り
、
初
心
創
設
の

向
け
て
、
弊
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
出
発
点
に
立
ち
返
り
、
初
心
創
設
の

心
を
取
り
戻
す
『
原
点
回
帰
』
の
年
に
し
た
い
。

心
を
取
り
戻
す
『
原
点
回
帰
』
の
年
に
し
た
い
。

　

現
在
弊
会
は
、
利
用
者
、
役
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
委
託
の
配
送
員
、

　

現
在
弊
会
は
、
利
用
者
、
役
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
委
託
の
配
送
員
、

警
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々
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設
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弊
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創
設

さ
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た
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再
認
識
す
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時
で
あ
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さ
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す

　

創
業
の
原
点
を
忘
れ
て
は
新
た
な
進
化
は
な
い
。
そ
し
て
、
進
化
す

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
従
事
者
が
存
分
に
可
能
性
を
発
揮
出
来
る
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従
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低
い
意
識
の
ま
ま
障
害
者
支
援
に
入
っ

た
事
を
指
摘
し
て
い
た
。

　

一
つ
は
、
北
海
道
江
差
町
の
「
あ
す
な
ろ

福
祉
会
」
が
20
年
以
上
前
か
ら
運
営
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
知
的
障
害
者
が
結
婚
す

る
場
合
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
は
、
法
人
で
は

経
験
が
な
い
の
で
提
供
出
来
な
い
と
伝
え

て
不
妊
処
置
を
提
案
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
行
為
に
対
し
、
地
元
の
マ
ス
コ
ミ

や
、
各
種
福
祉
団
体
か
ら
非
難
の
声
が
出
て

い
る
と
言
う
。

　

話
は
、
26
年
前
の
1
9
9
7
年
（
平

成
9
年
）
に
遡
る
。

　

当
時
、
都
下
稲
城
市
に
有
っ
た
、
入
所

授
産
施
設
が
、
老
朽
化
し
立
て
替
え
を
検

討
し
て
い
る
時
に
厚
生
省
（
現
・
厚
労
省
）

が
、
就
労
の
場
と
生
活
の
場
の
「
職
住
分

離
」
施
策
を
提
案
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
入
所
部
門
を
廃
止
す
る
こ
と

は
未
知
の
世
界
で
、
関
係
者
は
不
安
を
抱

え
て
お
り
、
全
国
の
入
所
授
産
施
設
の
誰

か
ら
も
手
が
上
が
ら
ず
、
弊
会
に
誘
い
が

あ
り
、
も
と
も
と
入
所
施
設
で
、
6
畳
間

に
他
人
2
人
と
同
居
し
て
い
た
苦
い
経
験

が
あ
り
、
入
所
施
設
廃
止
の
考
え
を
持
っ

て
い
た
事
も
あ
り
、
関
係
者
と
議
論
を
重

ね
た
結
果
、
入
所
か
ら
通
所
授
産
に
切
り

　

昨
年
末
に
、
北
海
道
の
二
つ
の
法
人

で
、
障
害
者
支
援
に
問
題
が
起
き
た
事

を
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
て
い
た
。

　

一
つ
は
、
北
海
道
西
興
部
村
の
知
的

障
害
者
施
設
「
清
流
の
里
」
で
、
男
性

職
員
6
名
が
、
男
性
利
用
者
を
全
裸
に

し
て
、
長
時
間
放
置
す
る
事
件
を
起
こ

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

札
幌
市
の
施
設
が
発
刊
し
て
い
る
新

聞
に
よ
る
と
、
職
員
多
人
数
に
よ
る
虐

待
は
、
日
頃
の
研
修
な
ど
十
分
で
な
く
、

替
え
た
。
町
中
の
住
宅
で
は
バ
リ
ア
の
関

係
で
生
活
が
出
来
な
い
14
名
の
た
め
の
福

祉
ホ
ー
ム
を
建
設
し
、
残
り
の
26
名
を
1

年
か
け
て
住
宅
を
探
し
、
複
数
人
利
用
の

寮
か
ら
、
誰
に
も
遠
慮
の
い
ら
な
い
住
宅

に
移
住
し
た
。

　

こ
こ
で
、
思
い
も
寄
ら
な
い
事
が
勃
発

し
た
の
で
あ
る
。
な
ん
と
、
短
期
間
に
入

寮
し
て
い
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7
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が
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次
か
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次
へ

と
結
婚
し
た
の
で
あ
る
。

4
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こ
の
事
実
を
考
え
る
と
当
た
り
前
で
あ

る
が
障
害
者
も
当
然
結
婚
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

今
回
の
江
差
町
の
事
を
併
せ
て
考
え
る

と
、
も
し
、
あ
す
な
ろ
福
祉
会
の
樋
口
理

事
長
が
、
20
年
前
に
提
案
を
し
な
け
れ
ば
、

彼
ら
の
幸
福
は
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
法
人
の
対
応
は
、

利
用
者
の
為
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
て

い
る
し
、
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
理
事
長
石
崎

氏
が
、法
人
発
刊
の
「
か
が
や
き
だ
よ
り
」

の
記
事
の
中
で
示
し
て
い
る
、
障
害
者
総

合
支
援
法
の
第
一
章
総
則
第
一
条
の
二
の

条
文
に
沿
っ
た
制
度

「
ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
に
つ
い
て

の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
地
域
社
会

に
お
い
て
他
の
人
々
と
共
生
す
る
事
を
妨

げ
ら
れ
な
い
」

　

こ
の
こ
と
が
、
早
く
実
現
し
て
い
た
な

ら
、
障
害
者
の
結
婚
支
援
が
も
っ
と
進
ん

で
お
り
、
一
法
人
が
批
判
さ
れ
な
い
で
す

ん
だ
の
で
は
と
思
う
。
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32

業
務
執
行
理
事

斎
藤　

公
生

　国の人口は昨年4月現在、約1億 2475万人。
障害者人口は、国の資料で約 964 万人。約
7.7％である。我が国の障害者対策の中枢部
署は厚労省障害保健福祉部。令和４年度予
算額は約 2兆円強。障害者一人当たり僅か
約 20万円。ドイツに我が国の就労継続支援
B型に似た施設が有るが、利用者個人には月
間 15万円前後支給。比較して我が国のB型
利用者はゼロである。B型法律の経営目的に
は「一定工賃を支給し自立生活に移行させ
る事」とある。自立生活に必要な収入は障
害基礎年金2級と合算し尚かつグループホー
ム利用で工賃 4万円台。これをクリアして
いる施設は、国の 2020 年度工賃調査資料で
は、約 1,2 万施設の内 335 施設の 2.8％であ
る。先のドイツの例のように欧米の福祉先
進国の多くは、人が生きて行く為に必要な、
衣食住支援が最優先されているが、多くのB
型利用者の将来は低工賃では結婚出来ない。
B型関係者の皆さん頑張って！

数字で探そうB型利用者の将来数字で探そうB型利用者の将来
＝自立生活移行者僅か2.3％＝＝自立生活移行者僅か2.3％＝
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？
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け
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制
度
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「
人
間
が
生
き
る
た
め
に
は
、
多
く
の
問
題

と
闘
っ
て
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

永
く
生
き
て
い
る
間
に
、
こ
の
言
葉
を
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
聞
い
て
き
た
。
聞
い
て

き
た
と
言
う
よ
り
、
障
害
を
持
っ
て
い
る

自
分
達
に
は
、
多
分
障
害
を
持
っ
て
い
な
い

人
の
何
百
回
、
何
千
回
も
多
く
闘
い
続
け
て
、

今
日
が
あ
る
と
思
う
。
一
種
一
級
の
重
度
障

害
者
と
言
っ
て
も
、
車
椅
子
に
乗
れ
ば
、
ど

こ
に
で
も
行
け
る
し
「
見
る
こ
と
も
」「
話

す
こ
と
も
」「
判
断
す
る
こ
と
も
」「
生
き
る

こ
と
も
」
出
来
る
。
し
か
し
、
出
来
な
い
人

も
多
く
い
る
。
そ
の
為
に
、
福
祉
施
設
等
が

あ
り
、
支
援
し
て
い
る
。
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12
月
10
日
（
土
）
に
令
和
4
年
度
東
京
リ
ハ

ビ
リ
協
会
職
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
日
の

出
事
業
所
と
立
川
事
業
所
を
Z
O
O
M
で
繋
い

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

緑
川
理
事
長
の
挨
拶
で
は
、
こ
の
3
年
両
事
業

所
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
多
数
の
陽
性
者
が
発

生
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
だ
先
見
え
ぬ

感
染
症
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
気
を
引
き
締
め
て

業
務
・
支
援
に
当
た
る
よ
う
話
が
あ
っ
た
。

　

次
に
社
会

福
祉
法
人
鴻

沼
福
祉
会
常

務
理
事
斎
藤

な
を
子
氏
を

お
招
き
し
、「
障
害
の
あ
る
人
と
と
も
に
働
く
」

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
。

　

冒
頭
に
「
障
害
の
あ
る
人
が
働
く
こ
と
」
の

意
味
に
つ
い
て
、
斎
藤
氏
が
大
切
に
さ
れ
て
い

る
と
い
う
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
の
意
味
か

ら
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
」
の
実
現
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
障
害
の
あ
る
人

が
労
働
で
得
る
社
会
と
の
繋
が
り
、
働
い
て
得

た
収
入
で
自
身
の
生
活
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
、

働
く
こ
と
で
自
分
を
成
長
さ
せ
自
己
実
現
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
弊
会
で
年
々
増
加
す
る
発
達
障
害
者
の

方
達
の
支
援
に
つ
い
て
、
斎
藤
氏
の
法
人
に
お

け
る
工
夫
と
実
践
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
行

動
に
表
れ
て
い
る
背
景
に
あ
る
も
の
を
理
解
す

る
こ
と
等
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
講
演

が
終
わ
る
と
職
員
か
ら
発
達
障
害
の
あ
る
方
に

令
和
4
年
度  

職
員
研
修
会
開
催

社会福祉法人鴻沼
福祉会 常務理事 
斎藤なを子様

五日市警察署のご協力による五日市警察署のご協力による
交通安全講習会開催交通安全講習会開催

交
通
安
全
に
つ
い
て
講
話
さ
れ
る

池
田
警
部
補

　

こ
れ
で
は
生
き
て
行
く
事
は
出
来
な
い
。
一

方
、
ド
イ
ツ
に
は
B
型
に
似
た
施
設
が
あ
り
利

用
者
に
は
、
一
人
平
均
月
額
15
万
円
前
後
の
助

成
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
我

が
国
に
は
人
が
生
き
て
い
く
為
に
は
欠
か
せ
な

い
「
衣
食
住
支
援
」
の
考
え
方
が
欠
如
し
て
お
り
、

B
型
利
用
者
に
は
助
成
金
は
支
給
さ
れ
て
い
な

い
。
当
会
の
B
型
三
施
設
に
は
、
約
1
3
0

名
の
利
用
者
が
在
籍
、
半
数
以
上
が
親
か
ら
離

れ
、
自
立
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

工
賃
を
全
国
B
型
施
設
平
均
の
4.5
倍
を
支
給
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
日
も
早
い
「
衣
食
住

支
援
」
を
願
っ
て
い
る
。　

最
後
に
緑
川
理
事

長
よ
り
障
害
者
虐
待

防
止
研
修
と
し
て

「
障
害
者
虐
待
防
止

＝
福
祉
施
設
職
員
と

し
て
の
責
務
＝
」
に
つ
い
て
講
義
が
あ
る
。
障

害
者
虐
待
の
行
為
に
つ
い
て
、
身
体
的
、
性
的
、

心
理
的
、
放
棄
・
放
任
、
経
済
的
虐
待
の
5
つ

の
分
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
行
為

が
虐
待
に
あ
た
る
の
か
等
、
具
体
的
に
作
業
を

始
め
日
中
支
援
に
お
け
る
事
例
を
あ
げ
、
職
員

が
理
解
し
や
す
い
説
明
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
へ
の
言
葉
遣
い
か
ら
利
用
者

の
働
く
場
所
に
つ
い
て
、
支
援
の
質
、
環
境
の
質
、

財
務
の
質
等
、
全
て
の
質
を
磨
き
上
げ
る
こ
と

の
重
要
性
を
話
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
職
員
と
し

て
利
用
者
の
人
権
を
守
り
、
絶
え
ず
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
力
す
る
こ
と
、
施
設
は
利

用
者
の
権
利
を
守
る
砦
で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。

（
立
川
事
業
所
所
長
小
川
美
智
子
）

　令和 4年 12月 9日 16時 30 分から、日の出
事業所で交通安全講習会を開催した。講習会
には五日市警察署 交通整備課より池田警部補
ほか1名の方々を講師に招き、交通安全意識の
徹底や事故防止の周知徹底を図ることを目的に、
所用車を使用する職員と有期契約職員を対象に、
約1時間の講習を行っていただいた。講習会は、
約 35分間の交通安全教育用映像教材を用いた
交通事故防止の啓発のほか、道路に潜む危険に
ついて、自動車や自転車の運転者の目線、歩行
者の目線など様々な角度の映像を通して、交通
事故防止のポイント等を学んだ。視聴した映像
教材は、実際に交通事故を起こしてしまった人
の社会生活（家庭や仕事）への影響などについ
てリアルに描かれており、見ている側も、もし
自分が事故を起こしてしまったら…と考えさせ
られる内容であった。業務上だけでなく、通勤
等においても自動車を使用する時には、ハンド
ルを握る責任の重さを常に感じながら、安全運
転を心がけてほしい。

 （日の出事業所 管理本部 次長 橋本紀子）
対
す
る
日
常
的
な
支
援
で
不
安
に
思
う
こ
と
等
、

活
発
に
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
1
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
応
え
て
く
だ
さ
り
、
大
変
意
義
あ

る
時
間
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
斎
藤
業
務
執

行
理
事
よ
り
、
昨
年
11

月
、
宮
城
県
で
農
福
に

関
す
る
、
大
会
が
開
催

さ
れ
、
基
調
報
告
の
指

名
を
受
け
た
時
に
「
何
が
、
障
害
者
福
祉
か
？
を

考
え
る
」
の
テ
ー
マ
を
主
催
者
か
ら
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
そ
の
時
の
話
の
一

部
を
紹
介
し
た
。「
働
く
」
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
法
律
で
は
社
員

百
名
に
対
し
2.3
％
以
上
雇
用
す
る
事
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
1
9
7
6
年

に
雇
用
率
制
度
が
公
布
さ
れ
て
46
年
間
、
一
度

も
達
成
し
た
こ
と
が
無
く
、
企
業
の
半
数
以
下

が
未
達
成
で
あ
る
。
雇
用
さ
れ
な
い
人
の
働
く

場
が
国
制

度
と
し
て

65
年
前
の

1
9
5
8

年
に
制
度

化
さ
れ
た

授
産
施
設

（
現
B
型
）。

残
念
な
事

に
月
額
工

賃
は
一
人

平
均
が
僅

か
、
16
千

円
以
下
。

緑川理事長

斎藤業務執行理事
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2
月
4

日
、
記
念
す

べ
き
第
一
回

リ
ハ
ビ
リ
映

画
ま
つ
り
は
、

「
ド
ラ
え
も

ん
の
び
太
の

宇
宙
小
戦
争

2
0
2
1
」
‼

　

上
映
前
に
は
「
今
日
は
何
を
見
る
の
か
な

〜
？
」「
私
の
見
た
い
映
画
は
上
映
さ
れ
る

か
な
⁉
」
と
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
期
待

た
っ
ぷ
り
の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
表
情
で
待
っ
て

お
り
、
映
画
が
始
ま
る
と
笑
っ
た
り
、
ウ
ン

ウ
ン
と
頷
い
た
り
、
拍
手
し
た
り
と
そ
れ
ぞ

れ
が
楽
し
ん
で
い
た
。
残
る
３
回
の
開
催
も

皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
に
し
て
い
き
た
い
。

（
日
の
出
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

主
任
大
沼
琴
美
）

は
兎
年
と
い
う
こ

と
で
『
兎
の
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
』
を

作
成
。
兎
の
絵
が

描
か
れ
た
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
に
色
を

塗
っ
た
り
、
カ
ラ

フ
ル
な
シ
ー
ル
を

貼
り
付
け
、
で

き
あ
が
っ
た
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

に
入
れ
て
完
成
。

　

個
性
的
で
芸
術

的
な
作
品
が
た
く

さ
ん
で
き
た
。

　

最
後
は
作
品
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し

て
終
わ
っ
た
。後
日
、皆
さ
ん
か
ら
は「
さ
っ

そ
く
玄
関
に
飾
っ
て
ま
す
！
」「
来
年
も
作

り
た
い
で
す
！
」
等
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制
約
も
多
い
日
々
だ
が
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

　

ご
意
見
や
特
集
希
望
等
、
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。（
高
橋
章
）

◆
編
集
後
記
◆

市瀬　　諒 さん 有馬　　蓮 さん

20 歳のお祝い20 歳のお祝い

　

今
年
度
は
立
川
事
業
所
の
有

馬
蓮
さ
ん
と
日
の
出
事
業
所
の

市
瀬
諒
さ
ん
の
2
名
が
20
歳
を

迎
え
た
た
め
、
令
和
５
年
１
月
９

日
「
成
人
の
日
」
に
、
20
歳
の
お

祝
い
を
行
っ
た
。
20
歳
の
記
念
の

節
目
に
あ
た
り
、
よ
り
一
層
の
活

躍
を
期
待
し
、
お
祝
い
と
し
て
記

念
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
を
贈
り
、

記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
が
幸
多
き

日
々
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
、
更
に

大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
。

（
日
の
出
事
業
所
所
長
敷
根
恵
美
子
）

日
の
出
事
業
所

リ
ハ
ビ
リ
映
画
ま
つ
り

2
0
2
3

事業所事業所
だよりだより

　

年
末
年
始
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
、
1
月
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
2
月

と
3
月
は
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

予
定
さ
れ
て
い
た
企
画
の
ほ
か
に
、『
リ
ハ

ビ
リ
映
画
ま
つ
り
2
0
2
3
』
と
銘
打
ち
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
人
気
の
あ
っ
た
4
本
の
映

画
を
上
映
す
る
こ
と
に
し
た
。

「コナンが見たい人～⁈」「は～い♪」

干支グッズ小物
作り

立川事業所　

令
和
4

年
12
月
3

日
（
土
）

に
立
川
事

業
所
で
は

干
支
小
物

グ
ッ
ズ
作

り
を
行
っ

た
。
今
年

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
何
事
に
も
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
。

枕
カ
バ
ー
や
シ
ー
ツ
を
流
す

仕
事
を
頑
張
っ
て
、
大
好
き

な
武
蔵
野
線
に
た
く
さ
ん
乗

り
た
い
で
す
。

岩田　友宏 さん
小川　寛道 さん
小川美智子 さん
北島　　順 さん
熊谷　健二 さん
塩田　　徹 さん
新谷　龍史 さん
立田智恵子 さん
田中　利明 さん
永倉きよみ さん
永瀬　智晴 さん
林　　晴雅 さん
古谷優有翔 さん
山下　尚之 さん
山本ももか さん

伊藤　政夫 さん
小野　記史 さん
小原登美子 さん
川上　朋樹 さん
木村　昭夫 さん
小林　恵子 さん
齋藤　勇気 さん
櫻澤　美佳 さん
清水　裕子 さん
髙石　龍星 さん
蓋盛　雅子 さん
畠山　徹也 さん
原マイリン さん

有馬　　蓮 さん
大口　修央 さん
大澤　剛史 さん
黒羽　隆司 さん
初宿　汐里 さん
関口　典宏 さん
田中　愛子 さん
中村　恵輔 さん
三上　岳行 さん
宮原　知秋 さん

秋間　得匡 さん
新井　優子 さん
石川　　薫 さん
伊藤みゆき さん
及川　　巌 さん
大石　信子 さん
大友　幸一 さん
大友　隆江 さん
大槻　由起 さん
岡崎眞知子 さん
小田　一晃 さん
木曽　昌宏 さん
来住野美奈 さん
小峰　和博 さん
敷根恵美子 さん
瀬川　京子 さん
高橋　　章 さん
東海林　淳 さん
中村由美子 さん
橋本　　翼 さん

2月 3月

おめでとうございます！おめでとうございます！
第71回東京都知事感謝状受賞第71回東京都知事感謝状受賞

授与された感謝状

女子力満点デコレーション！

ト
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
立
川
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

主
任
小
池
達
耶
）

12
月
に
行
わ
れ
た
、
第
71
回

東
京
都
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
日
の
出
事
業
所
の
高
橋
章

係
長
が
、「
東
京
都
知
事
感
謝

状
」
を
受
賞
し
た
。

　

長
年
に
渡
り
、
社
会
福
祉
事

業
に
従
事
し
て
き
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
っ

た
。

　

そ
の
豊
富

な
経
験
を
、

今
後
の
業
務

で
も
発
揮
し

て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

（
管
理
本
部
係
長

中
村
恵
輔
）


